
SDGｓ
イノベーション道場

主催 神⼾情報⼤学院⼤学

実施 Tankyu-X�Institute

開催期間 

2021年9⽉から2022年2⽉
（全8回オンラインで開催）

お問合せ・お申込み先

神⼾情報⼤学院⼤学(KIC)事務局�
�info@kic.ac.jp

mailto:info@kic.ac.jp


最新技術を⽤いてSDG s達成に貢献するビジネスモデルを構築

する⼒を、ハンズオンで⾝につける実践的研修プログラム。

SDG sｘイノベーションの事例を探究し、 A Iやビッグデータ

などを使いこなせる素養も⾝につけます。

  本プログラムで獲得する⼒

社会課題解決イノベーションの事例を調査分析し、その本質を⾒抜く⼒

創造的な発想⼒と、そのための観察⼒・質問⼒・視野の広さ・結びつけ

る⼒

A I・ I o T・ビッグデータ等の最新技術についての知識を持ち、課題解決

への応⽤を企画する⼒

世界の動きをテクノロジーを⽤いて分析し、事業企画や政策⽴案に活か

す⼒

  本プログラムの特徴

異なるバックグラウンドを持つ多様な⼈と、課題解決を考える

課題解決のためのインテリジェンスを学ぶ

A Iを活⽤したアイデアを考え、他の参加者や講師と共にソーシャルグッ

ドを⽬指す

SDG s、 T an k yu � M e t h od、 A I等の知識がなくても、全体像が分かるよ

うになる

実務家から丁寧なサポートを得る

⽣み出した企画への、情報や⼈脈の提供を受ける

世界のルールトレンドが可視化されている情報プラットフォーム、

Ru l ewa t c h e rに参加する

T an k yu �M e t h odを学んだ世界中の仲間が集うコミュニティに⼊る



 受講頂きたい⽅（定員20名）

企業で新規事業企画に関わる⽅

官公庁及び関連団体等で政策⽴案に関わる⽅

社会課題解決に興味のある個⼈の⽅

技術を⽤いて社会課題解決を実践したい⽅に幅広くお集まり頂き、互いの

専⾨性を⽣かし貢献し合い、切磋琢磨していきます。

 神⼾情報⼤学院⼤学（KIC）について

国内で最も⻑い歴史を有すコンピ

ュータ技術の教育機関、神⼾電⼦

専⾨学校が開学した専⾨職⼤学院

I C Tを活⽤して諸問題を解決でき

る⼈材を実務家教員が育成

途上国からの社会⼈留学⽣多数在

籍（現在までの留学⽣数累計 3 1 4

名、出⾝国累計 7 2カ国）

 TANKYU-X� INSTITUTEについて

神⼾情報⼤学院⼤学が設⽴した、

⽇本企業及び途上国での社会イノ

ベ ー シ ョ ン 事 業 を ⽀ 援 す る ( 株 )

T a n k y u - Xのシンクタンク

国内及び途上国における⼈材ネッ

トワークや、社会イノベーション

に関する知⾒を活⽤

⼈材育成、コンサルティング、事

業推進⽀援実施



講師陣

メイン講師：炭⾕俊樹

神⼾情報⼤学院⼤学（K I C）学⻑

ビジネス・ブレークスルー⼤学客員教授

ラーンネット・グローバルスクール代表

講師：⼩⽥真⼈

神⼾情報⼤学院⼤学客員教授

(株 )オシンテック代表取締役

講師：⼩塩篤史

神⼾情報⼤学院⼤学客員教授

(株 ) I F代表取締役

(株 ) F o u r � H代表取締役

(株 ) H YPER � CUBE取締役

総務省地域情報化アドバイザー

K I Cでの実践はもちろん、これまで⾃分⾃⾝や指導した⽅々の起業の事例を
多数経験してきました。それらを通じて得られたノウハウを注ぎ込んだ集⼤

成といってもいいプログラムです。社会⼈経験がある多彩な国からの留学⽣

とコラボすることで⼤きく視野も広がります。皆様のご参加をお待ちしてい

ます！

ビジネスの成否を決める⼤きな要素は、タイミングです。テクノロジーを味

⽅につけて、インテリジェンスという⼿法を使いこなし、世界情勢と事業の

タイミングを読み解けるようになりましょう。そして、国境を越えてくる２

１世紀の問題に⽴ち向かっていきましょう。講座では、インテリジェンスの

エッセンスを短期間で体得して頂きます。

A Iをどのように So c i a l � G o odのために使うのか、⼤きな課題となっていま
す。そのためには、技術者の視点だけでなく、探求者としての視点が重要で

あり、データサイエンス・機械学習の研究者とビジネス開発の経験をベース

にした講義を通じて、新しい A I活⽤の⽅法をみなさんと探っていきたいと
思います。



⽇程の都合で前半のみ参加可能な⽅はお問合せ下さい。

プログラム概要

 前半プログラム

第 1回： 2 0 2 1 / 9 / 1 7

イノベーションと探究チャート

第 2回： 2 0 2 1 / 1 0 / 8

ゲームチェンジを味⽅にする

第 3回： 2 0 2 1 / 1 0 / 2 9

A I � f o r � G o od

〜 SDG sのために A I・ビッグデータを

使いこなす

第４回： 2 0 2 1 / 1 1 / 1 9

創造的発想法

〜イノベーティブな解決策を⽣み出す

 実施形態

2 0 2 1年 9⽉〜 2 0 2 2年 2⽉

約 3週間に 1回の参加型プログラム

⾦曜午前、 1回 3時間オンラインで実施

各回の間にも事前講義視聴と課題への取組みが必要となります。

 参加費⽤

お 1⼈様 税別 4 0万円

（⼀企業から 5名以上参加される場合はディスカウント有り）

 後半プログラム

第 1回： 2 0 2 1 / 1 2 / 1 0

第 2回： 2 0 2 2 / 1 / 7

第 3回： 2 0 2 2 / 1 / 2 8

第 4回： 2 0 2 2 / 2 / 1 8

グループ（混成チーム）を決めた

後、グループワークとして取り組

む現実の SDG s課題と対象地域を

決定します。

学んだ⼿法を応⽤し、課題の要因

を掘り下げ、技術を⽤いた解決策

の⽴案、検証によるブラッシュア

ップを⾏い、構築したビジネスモ

デルの企画案を最終回でプレゼン

します。



前半プログラム第1回 9⽉17⽇

イノベーションと探究チャート 

参加者同⼠が互いの興味や強みを知り合う

SDG sが社会や企業経営の中で占める重要性を理解する

イノベーティブな解決策⽴案の鍵となる「探究チャート」の使い⽅

をマスターする

⾃⼰紹介セッション

講師レクチャー

イノベーション事例探究

興味ある社会課題の共有

⽬的

内容

事前に共有した⾃⼰紹介及び興味ある社会課題について話す

社会課題解決と SDG sが企業経営において本質的に重要になってい

ることや、課題解決の難しさや⾯⽩さを、データや事例およびワー

クを通じて講師が解説する

受講⽣がイノベーション事例を事前に調査し探究チャートとしてま

とめ発表し、何がイノベーションの鍵かディスカッションする

受講⽣が興味ある社会課題の解決策仮説を探究チャートで共有する

�

講師からのメッセージ

社 会 課 題 解 決 事 例 の 分 析 ・ 実 践 で 1 5 年 に 渡 り 洗 練 さ れ て き た

「 T an k yu � M e t h od」のコアである探究チャートを、事例研究や思考

整理に⾃ら使うことを通じて、社会課題解決の全体感やイノベーショ

ンの鍵となるポイントを、主体的・体験的に把握していきます。特に

課題解決と技術（および技術以外の要素）の関連性を理解します。

プログラム中は、多様な経験を持つ受講⽣同⼠が異なる視点を持ち寄

ることにより、受講⽣⼀⼈⼀⼈の視野が広がっていきます。



前半プログラム第2回 10⽉8⽇

ゲームチェンジを味⽅にする 

SDG sを戦略的側⾯から理解する

⽇々の情報に溺れることなく意味を⾒出すインテリジェンスを学ぶ

⾮市場戦略の概念を知り、企画・⾏動のタイミングと関連付ける

事前課題（動画）

講師レクチャー

未来シグナル探究

興味のある課題の深化

⽬的

内容

SDG sに関する世界の動きに関して講師が解説する

経済の変容について、影響とそのスピードを観察し、考える

インテリジェンスを体験、事例や現在起きている事を元にして学ぶ

ゲームチェンジを理解し、何がそのゲームチェンジをリードしてい

るかの構図を把握する

事前課題により、受講⽣が気になるニュースをピックアップし、そ

こから思考を広げていく

これを発表、その可能性についてグループでディスカッションする

受講⽣⾃⾝が、ゲームチェンジにより近未来に⾃分のフィールドに

どういう変化が起きるかを考える

探究チャートをブラッシュアップする

�

講師からのメッセージ

我々は、テクノロジーで⾔語の壁を破れる⼈類初の世代と⾔えるかも

しれません。先端の情報収集〜情報活⽤の⾏い⽅、情報の扱い⽅を体

験することにより、⾃分の問題意識のフィールドに対する空間的・時

間的な観点を持てるようになります。⽇本では学べる所の少ない⾮市

場戦略とインテリジェンスを中⼼に体験し、世界の動きを味⽅につけ

られるよう、探究チャートのブラッシュアップを⾏ってみましょう。



前半プログラム第3回 10⽉29⽇

AI �FOR�GOOD�〜SDGSのためにAI・ビッグデータを使いこなす

A Iの基本的な動向と応⽤範囲を理解する

A Iやデジタル技術のSDG sへの貢献可能性を知る

A Iを活⽤して⾃分なりのアイデア・企画の作り⽅を体感する

A I⼊⾨

A I � f o r � G o od �事例紹介と討議

A Iアイデアの検証

⽬的

内容

現在のA Iの動向と基本原理、A Iができることを講師が解説する

途上国の SDG sにA Iが貢献している事例を講師が解説し、A I活⽤の

基本的な視点やあり⽅について議論する

事前課題である A Iアイデアを議論し、 A Iを活⽤した課題解決術に

関して体感する

�

�

講師からのメッセージ

A Iの研究者・社会実装家として、様々な A Iの開発とビジネス構築に取

り組んできた経験をベースにした講義により、 A Iの本質と活⽤のため

のポイントを濃縮してお伝えします。

そのうえで、 A I活⽤のフレームを通じて、 A Iの企画を考え討議するこ

とで、⾃らの課題解決の武器として A Iが活⽤できる思考法を体得して

いただければと思います。



前半プログラム第4回 11⽉19⽇

創造的発想法 �〜イノベーティブな解決策を⽣出す 

具体的な社会課題に対して、イノベーティブな解決策の発想ワーク

を⾏うことを通じ、創造的発想のコアスキルである観察⼒、質問

⼒、連想⼒のコツを習得する

事前レクチャー（動画）

課題解決発想ワーク

観察＋質問⼒セッション

アイデア出しセッション

発表とディスカッション

⽬的

内容

講師が実際に課題を分析して解決策を発想したプロセスを解説、こ

れを⾒て参考にする

⼩グループに別れ、興味のある課題について課題分析から解決策⽴

案のワークを⾏い、発表する

a .

b .

c .

現在までの SDG s道場で取り組んだ課題例：貧困スパイラルからの

脱却・災害時の避難対策・CO2排出ゼロに向けたエネルギー政策

講師からのメッセージ

⽇常は論理的・分析的な仕事を⾏っている⽅でも、練習により創造的

なアイデアを⽣み出せることが、 1 0年に渡る神⼾情報⼤学院⼤学及び

企業内研修での実践を通じ実証されています。

イノベーションはスティーブジョブスなど特定の⼈だけではなく、だ

れでもが⽣み出しうるものであることを本セッションを通じて実感で

きるでしょう。ただし、コアスキルは⼀⽇でいられるものではなく、

継続的な鍛錬が必要です。



後半プログラム

第1回12⽉10⽇ 第2回1⽉7⽇ 第3回1⽉28⽇ 第4回2⽉18⽇

解決したい課題について、グループでイノベーティブな解決策を数

カ⽉間で⽴案する

前半の第１−４回で学んだ内容を総動員し、解決策の仮説を探

究チャートでまとめる

T an k yu � M e t h odの３つの検証⽅法を実施し、仮説をブラッシ

ュアップする

提案資料を作成し、プレゼン、ディスカッションを⾏う

【第 1回】課題設定・仮説と検証計画作成

【第 2回】仮説のブラッシュアップと検証計画の追加

【第 3回】仮説検証と提⾔資料まとめ

【第 4回】提案プレゼンテーションとディスカッション

⽬的

a .

b .

c .

内容

各グループで取り組む課題と対象範囲を明確にする

イノベーティブな解決策の仮説を探究チャートで作成する

仮説を検証するための情報収集 (インタビューや事例調査 )の計画、

分担を⾏う

検証計画で集めた情報に基づいて、仮説をブラッシュアップする

収⽀のシミュレーションを⾏う

追加の仮説検証計画を作成する

追加検証に基づいて、仮説を更にブラッシュアップする

提⾔内容をまとめ、プレゼン資料を作成する

各グループでまとめた提案内容をプレゼンテーションする

プログラム参加者の企業の経営者や神⼾情報⼤学院⼤学（K I C）教

授などからの質疑を受け、ディスカッションする

講師からのメッセージ

K I Cの経験やリソースを活⽤しながら、課題解決策の⽴案に実践的に

取り組むことを通じ、仮説作成と検証のプロセスである T an k yu

Me t h odを主体的・体験的に習得できます。プログラム中には経験豊

富な講師が付き、実践的なアドバイスを⾏います。また、有⼒な提⾔

については実現に向けてプロジェクト化します。


